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研
究
対
象
／
問
題
領
域
と
し
て
の
昭
和
一
〇
年
代
文
学

松
本

和
也

一
、
研
究
対
象
と
し
て
の
昭
和
一
〇
年
代
文
学

近
年
、
一
九
四
〇
年
代
論
や
総
力
戦
体
制
論
が
隆
盛
を
み
て
い
る
が
、

そ
れ
は
端
的
に
戦
中
‐
戦
後
を
ま
た
ぐ
連
続
性
へ
の
注
目
に
よ
る
の
だ

ろ
う
。
同
時
に
、
昭
和
一
〇
年
代
と
い
う
枠
組
み
に
よ
っ
て
み
え
に
く

く
な
っ
て
い
た
も
の
を
み
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ

し
、
昭
和
一
〇
年
代
と
い
う
枠
組
み
も
、
今
な
お
、
注
目
す
べ
き
だ
と

思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
昭
和
一
〇
年
代
と
い
う
枠
組
み
に
よ
っ
て

こ
そ
、
満
洲
事
変
以
来
の
ア
ジ
ア
と
の
関
係
、
拡
張
し
て
い
く
大
東
亜

共
栄
圏
の
ゆ
く
え
等
々
、
つ
ま
り
は
「
昭
和
」
と
い
う
暦
の
も
の
と
で

展
開
さ
れ
た
、
戦
争
の
結
末
が
不
分
明
な
現
在
進
行
形
の
歴
史
に
つ
い

て
、
よ
り
よ
く
考
え
ら
れ
る
は
ず
な
の
だ
か
ら
。
文
学
（
研
究
）
に
つ

い
て
も
同
様
と
考
え
、
論
者
は
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
集
中
的
‐
継
続
的
に
、

昭
和
一
〇
年
代
文
学
を
研
究
対
象
と
し
て
き
た
。

さ
て
、
こ
う
し
た
近
年
の
問
題
意
識
を
振
り
返
り
つ
つ
相
対
化
す
る

契
機
と
し
て
、
共
同
研
究
会
「
方
法
論
の
再
検
討

─
一
九
三
〇
～
四

〇
年
代
の
日
本
文
学
研
究
」
（
於
大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
、
平
二

九
・
九
・
一
五
）
に
参
加
し
、
斎
藤
理
生
氏
（
大
阪
大
学
）
、
平
浩
一

氏
（
国
士
舘
大
学
）
と
と
も
に
報
告
を
す
る
機
会
を
得
た
。
論
者
の
報

告
「
文
学
研
究
と
し
て
の
昭
和
一
〇
年
代

─
ね
ら
い
と
方
法
」
に
お

け
る
問
題
関
心
は
、
次
に
引
く
日
比
野
士
朗
「
戦
争
と
日
本
文
学
」

（
加
藤
武
雄
ほ
か
『
国
民
文
学
の
構
想
』
聖
紀
書
房
、
昭
一
七
）
に
集

約
的
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

時
局
便
乗
主
義
と
い
ふ
言
葉
の
流
行
し
た
の
も
こ
の
頃
〔
昭
和

一
五
年
一
〇
月
〕
の
こ
と
で
あ
る
。〔
略
〕
一
部
の
作
家
が
、
自

己
の
保
存
の
た
め
に
、
時
局
に
便
乗
す
る
や
う
な
行
動
を
採
る
と

い
ふ
や
う
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
傾
向
は
、

い
は
ゆ
る
戦
争
文
学
の
精
神
と
、
内
容
的
に
は
峻
烈
な
対
立
が
あ

つ
た
。
さ
う
し
て
、
こ
の
二
つ
の
傾
向
の
中
間
に
、
多
く
の
純
粋

の
作
家
の
悩
み
が
あ
つ
た
と
言
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
実
際
、

作
家
た
ち
は
自
分
の
能
力
に
対
し
て
、
懐
疑
的
に
な
ら
ず
に
は
ゐ

ら
れ
な
か
つ
た
。
彼
の
足
場
は
、
次
か
ら
次
へ
と
崩
れ
て
行
つ
た
。

単
に
自
分
の
能
力
を
疑
つ
た
ば
か
り
で
な
く
、
高
見
氏
の
い
は
ゆ

る
、
文
学
非
力
説
と
い
ふ
や
う
な
率
直
な
告
白
ま
で
現
れ
る
や
う

阪大近代文学研究 16（2018.3）
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に
な
つ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
尾
崎
士
郎
氏
派
は
文
学
の
大
精
神

を
説
い
て
得
意
の
気
焔
を
上
げ
る
。
そ
の
一
方
、
岸
田
氏
を
翼
賛

会
文
化
部
長
の
椅
子
に
送
つ
た
知
性
派
は
、
そ
の
理
想
主
義
を
か

か
げ
て
、
知
識
人
た
ち
の
絶
大
な
支
持
を
得
る
。
文
壇
は
混
沌
と

し
て
ゐ
た
。

こ
の
一
節
に
は
、
昭
和
一
〇
年
代
的
と
称
す
べ
き
問
題
系
が
集
約
さ

、
、
、
、
、
、
、

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
書
き
手
で
あ
る
日
比
野
士
朗

に
つ
い
て
で
あ
る
。
日
比
野
は
八
高
中
退
後
、
河
北
新
報
勤
務
中
の
昭

和
一
二
年
九
月
に
応
召
、
呉
淞
ク
リ
ー
ク
敵
前
渡
河
戦
で
左
腕
を
負
傷

し
て
帰
還
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
翌
一
三
年
三
月
、
召
集
解
除
、
復
職
す
る
。

そ
の
後
、
「
呉
淞
ク
リ
ー
ク
」
（
『
中
央
公
論
』
昭
一
四
・
二
）
に
よ
っ

て
一
躍
帰
還
作
家
と
し
て
名
を
あ
げ
る
。
戦
争
も
の
を
期
待
さ
れ
な
が

ら
も
、
私
小
説
を
書
き
つ
ぎ
、
昭
和
一
七
年
か
ら
は
大
政
翼
賛
会
文
化

部
副
部
長
を
つ
と
め
た
。
兵
士
と
し
て
の
戦
場
体
験
、
戦
争
文
学
／
私

小
説
の
執
筆
、
文
学
団
体
へ
の
参
加
と
い
っ
た
日
比
野
の
キ
ャ
リ
ア
自

体
が
、
す
で
に
昭
和
一
〇
年
代
的
だ
が
、
そ
れ
は
別
の
い
い
方
を
す
れ

ば
、
他
の
文
学
者
・
作
品
・
ト
ピ
ッ
ク
を
包
含
し
た
文
学
場
の
諸
徴
表

が
日
比
野
に
集
約
的
に
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
第
二

に
、
論
文
を
収
載
し
た
書
籍
自
体
も
ま
た
、
日
本
文
芸
中
央
会
で
議
論

さ
れ
て
き
た
国
民
文
学
論
が
や
や
遅
れ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
も
新
体
制
運
動
と
連
動
し
た
国
民
文
学
論
、
そ
こ
へ
の
文
学
団

体
の
関
与
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
言
表
内
容
と
し
て
の
、

時
局
と
の
関
わ
り
の
中
で
の
文
学
者
た
ち
の
葛
藤
（
素
材
派
芸
術
派
論

争
）
、
高
見
順
／
尾
崎
士
郎
（
文
学
非
力
説
）
に
代
表
さ
れ
る
太
平
洋

戦
争
開
戦
前
後
の
文
学
者
の
姿
勢
、
さ
ら
に
は
大
政
翼
賛
会
文
化
部

（
岸
田
國
士
）
な
ど
文
学
団
体
を
め
ぐ
る
文
学
者
た
ち
の
態
度
や
反
応

等
々
も
、
こ
の
時
期
の
特
徴
的
な
局
面
と
い
え
る
は
ず
だ
。

こ
う
し
た
こ
と
ご
と
に
つ
い
て
、
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
昭
和
一
〇

年
代
に
関
す
る
文
学
研
究
は
、
う
ま
く
問
題
化
し
得
て
こ
な
か
っ
た
よ

う
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
ご
く
一
部
を
あ
げ
れ
ば
、
平
野
謙

『
昭
和
文
学
史
』（
筑
摩
書
房
、
昭
三
八
）、
曾
根
博
義
「
昭
和
文
学
史

Ⅱ
戦
前
・
戦
中
の
文
学

─
昭
和

年
か
ら
敗
戦
ま
で
」（
『
昭
和
文
学

8

全
集
別
巻
』
小
学
館
、
平
二
）、
川
西
政
明
『
昭
和
文
学
史
（
上
巻
・

中
巻
・
下
巻
）
』（
講
談
社
、
平
一
三
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的
な

文
学
史
が
あ
り
、
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
、
四
回
に
わ
た
る
雑
誌
特

集
「
戦
争
下
の
文
学
・
芸
術

─
太
平
洋
戦
争
下
を
中
心
に

─

（
一
）
～
（
四
）
」（
『
文
学
』
昭
三
六
・
五
、
八
、
一
二
、
昭
三
七
・

二
）
に
は
今
な
お
参
照
す
べ
き
重
要
な
論
考
・
回
想
が
並
ぶ
。
さ
ら
に
、

小
田
切
進
・
篠
崎
圭
介
「
昭
和
十
年
代
文
学
研
究
文
献
総
覧
」（
『
国
文

学
』
昭
四
〇
・
六
）
に
掲
げ
ら
れ
た
研
究
の
蓄
積
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

研
究
対
象
の
重
要
性
に
比
し
て
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学
研
究
は
手
薄
で

は
な
か
っ
た
か
。
そ
も
そ
も
、
少
な
か
ら
ぬ
文
学
者
に
よ
っ
て
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
重
な
る
激
動
の
一
〇
年
間
に
展
開
さ
れ
た
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
文
学
活
動
を
、
戦
後
か
ら
の
評
価
軸
に
よ
っ
て
単
純
化
し

て
き
た
き
ら
い
は
な
か
っ
た
か
。
つ
ま
り
、
単
純
な
量
の
問
題
と
し
て

、

で
は
な
く
、
質
の
問
題
も
含
め
て
、
昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
研
究
に
は
、

、
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再
検
討
の
余
地
が
あ
る
は
ず
な
の
だ
。

二
、『
現
代
日
本
小
説
大
系
』「
昭
和
十
年
代
」
の
文
学

文
学
全
集
の
類
い
に
お
い
て
、
「
昭
和
十
年
代
」
が
そ
れ
と
明
示
さ

、
、

れ
た
の
は
、
日
本
近
代
文
学
研
究
会
編
『
現
代
日
本
小
説
大
系
（
全
六

五
巻
）
』（
河
出
書
房
、
昭
二
四
～
二
七
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
第
四
十

六
巻
～
第
六
十
巻
の
一
五
巻
ぶ
ん
に
は
、
「
昭
和
十
年
代
」
の
作
品
が

集
成
さ
れ
、
そ
の
ト
ー
タ
ル
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
は
、
中
島
健
蔵

「
解
説
」（
『
現
代
日
本
小
説
大
系

第
四
十
六
巻
』
河
出
書
房
、
昭
二

四
）
に
意
を
尽
く
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
中
島
の
議
論
を
追

っ
て
お
こ
う
。

こ
の
時
代
を
《
特
別
な
時
期
》
と
捉
え
る
中
島
は
、
片
岡
良
一
に
よ

っ
て
《
「
民
族
主
義
時
代
」
ま
た
は
「
反
動
文
学
の
時
代
」》
と
い
う
対

案
が
出
さ
れ
た
も
の
の
、
《
少
く
と
も
研
究
会
の
八
人
の
同
人
に
と
つ

て
は
、
体
験
上
、
「
昭
和
十
年
代
」
と
い
う
呼
び
名
が
ぴ
つ
た
り
来

た
》
こ
と
を
以
て
、
「
昭
和
十
年
代
」
と
い
う
呼
称
を
選
択
し
た
の
だ

と
い
う
。
さ
ら
に
、
中
島
は
《
後
世
、
こ
の
呼
び
名
が
他
の
人
々
に
よ

つ
て
も
採
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、
こ
の
時
期
に
生
き
、

こ
の
時
期
に
文
学
に
た
ず
さ
わ
つ
て
い
た
人
間
に
と
つ
て
は
、
忘
れ
が

た
く
、
ま
た
無
数
の
問
題
に
み
ち
た
「
昭
和
十
年
代
」
だ
つ
た
》
と
い

う
言
明
を
付
し
な
が
ら
、
時
期
区
分
に
つ
い
て
、
第
一
期
は
《
一
九
三

七
年
（
昭
和
十
二
年
）
七
月
七
日
、
蘆
溝
橋
事
件
発
生
ま
で
》
、《
大
戦

突
入
の
日
〔
昭
和
一
六
年
一
二
月
八
日
〕
ま
で
を
昭
和
十
年
代
の
第
二

期
と
し
、
以
後
敗
戦
ま
で
を
第
三
期
》
と
三
分
節
し
て
い
る
。
つ
ま
り

は
、
昭
和
一
〇
年
代
に
日
本
が
経
験
し
て
い
っ
た
戦
争
に
即
し
た
区
分

で
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
実
、
戦
争
お
よ
び
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
言
論

空
間
の
変
容
こ
そ
が
要
所
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

第
二
期
に
つ
い
て
中
島
は
、《
蘆
溝
橋
事
件
以
来
、
民
族
主
義
の
重

圧
が
、
作
家
全
体
に
お
お
い
か
ぶ
さ
つ
て
来
た
》
、《
積
極
的
に
民
族
主

義
を
支
持
す
る
か
否
か
が
、
作
家
に
対
す
る
一
般
的
な
問
題
と
な
つ
て

来
た
》、《
し
か
も
そ
の
重
圧
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
了
す
る
ま
で
、

少
し
も
重
さ
を
減
ず
る
こ
と
な
く
、
刻
一
刻
徹
底
的
に
な
つ
て
来
た
》

と
記
述
し
て
、
こ
う
し
た
状
況
を
《
一
種
の
踏
絵
》
と
評
し
て
い
る
。

よ
り
具
体
的
な
文
学
者
の
振
る
舞
い
に
つ
い
て
中
島
は
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

作
家
、
評
論
家
の
間
に
は
、
し
ば
し
ば
消
極
的
な
抵
抗
が
こ
こ

ろ
み
ら
れ
た
。
一
方
、
強
力
な
抗
議
は
、
そ
の
ま
ま
弾
圧
の
危
険

を
招
く
こ
と
と
な
り
、
弾
圧
は
、
そ
の
ま
ま
拘
禁
へ
、
あ
る
い
は

少
く
と
も
執
筆
に
対
す
る
干
渉
に
通
じ
、
実
際
的
に
生
活
を
お
び

や
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
未
曾
有
の
悪
時
代
で
あ
る
。
積
極

的
に
民
族
主
義
に
賛
同
し
な
い
作
家
は
、
直
接
に
弾
圧
を
受
け
な

い
ま
で
も
、
ひ
ど
い
不
自
由
を
体
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

多
く
の
作
家
は
、
逆
手
に
出
て
、
民
族
主
義
の
仮
面
を
か
ぶ
り
、

そ
の
仮
面
の
下
で
、
生
き
る
道
を
発
見
し
よ
う
と
試
み
た
。
不
自

由
を
忍
び
、
す
れ
す
れ
の
線
を
く
ぐ
り
な
が
ら
仕
事
を
し
て
行
つ

た
作
家
、
民
族
主
義
の
仮
面
の
下
で
、
積
極
的
な
仕
事
を
少
し
で
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も
の
ば
し
て
行
こ
う
と
試
み
た
作
家
、
こ
の
両
方
向
は
、
一
見
相

反
す
る
よ
う
に
見
え
た
が
、
仮
面
は
仮
面
で
あ
つ
て
、
真
相
は
い

ま
だ
に
明
か
で
な
い
。
従
軍
作
家
が
必
ず
し
も
軍
国
主
義
者
で
は

な
か
つ
た
と
同
様
、
民
族
主
義
、
国
策
協
力
派
と
見
え
た
作
家
が
、

心
か
ら
右
転
回
を
決
行
し
た
か
否
か
、
こ
れ
は
全
く
疑
問
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
第
三
期
に
関
し
て
、
《
そ
れ
ま
で
は
、
軍
国
主
義
に
対
す

る
抵
抗
の
可
能
性
が
、
ほ
ん
の
少
し
で
は
あ
る
が
、
な
お
存
在
し
て
い

た
》
こ
と
に
ふ
れ
た
上
で
、
《
し
か
し
、
開
戦
と
同
時
に
、
一
さ
い
の

可
能
性
が
失
わ
れ
た
》
と
い
う
中
島
は
、
《
暗
黒
時
代
に
つ
づ
く
空
白

時
代
》
＝
《
戦
争
文
学
の
時
代
》
が
来
た
と
い
う
。
そ
の
上
で
中
島
は
、

《
昭
和
十
年
代
は
、
大
ま
か
に
云
え
ば
、
民
族
主
義
の
時
代
で
あ
り
、

戦
争
文
学
の
時
代
で
あ
り
、
反
動
の
時
代
で
あ
る
》
と
し
な
が
ら
、

《
し
か
し
、
そ
の
歴
史
は
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
》
こ
と
に
注
意

を
喚
起
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
昭
和
十
年
代
は
、
ま
だ
未
解
決
の
ま
ま
の
多

く
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
日
本
の
歴

史
の
中
で
、
こ
の
時
期
ほ
ど
、
裏
表
の
あ
る
時
代
は
な
か
つ
た
と

信
じ
て
い
る
。
著
作
家
は
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
、
含
み
の
あ
る

文
章
を
書
く
こ
と
を
覚
え
た
。
頭
か
ら
割
り
切
れ
た
よ
う
な
こ
と

を
書
い
て
い
る
人
間
は
、
き
わ
め
て
少
数
で
あ
る
。

本
稿
で
も
、
研
究
対
象
と
し
て
の
昭
和
一
〇
年
代
文
学
に
注
目
す
る

ゆ
え
ん
で
あ
る
。
し
か
も
当
該
研
究
領
域
に
お
い
て
は
、
事
実
の
確

認
・
整
理
や
、《
仮
面
》
が
多
用
さ
れ
た
こ
の
時
期
の
文
学
的
言
説
を

ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
、
と
い
う
基
礎
的
な
作
業
す
ら
残
さ
れ
た

ま
ま
な
の
だ
。

こ
う
し
た
時
期
で
は
あ
っ
て
も
／
そ
れ
ゆ
え
に
、
昭
和
一
〇
年
代
に

は
多
く
の
文
学
的
言
説
が
産
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦

争
末
期
に
は
、
紙
の
配
給
や
新
聞
・
雑
誌
の
統
廃
合
を
経
て
メ
デ
ィ
ア

の
整
理
が
進
み
、
そ
れ
ゆ
え
残
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
文
学
的

言
説
を
掲
載
す
べ
き
物
理
的
ス
ペ
ー
ス
の
狭
隘
化
が
著
し
か
っ
た
。
た

だ
し
、
昭
和
一
〇
年
代
中
葉
に
は
空
前
の
出
版
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
こ
と

も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
関
わ
っ
て
、
中
野
重
治
は

「
解
説
」（
『
現
代
日
本
小
説
大
系

第
五
十
五
巻
』
河
出
書
房
、
昭
二

五
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
時
期
〔
昭
和
一
〇
年
代
〕
は
、
非
常
に
沢
山
の
小
説
が
書
か

れ
、
世
間
に
ひ
ろ
く
読
ま
れ
、
小
説
の
題
材
も
社
会
的
に
ひ
ろ
げ

ら
れ
た
時
期
で
は
あ
つ
た
が
、
同
時
に
、
一
つ
の
不
幸
な
時
期
で

あ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
じ
こ
と
を
く
り
返
す

よ
う
に
な
る
が
、
世
間
に
ひ
ろ
く
読
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
の
な
か

に
、
帝
国
主
義
的
な
政
治
権
力
が
、
人
が
小
説
を
読
む
と
い
う
こ

と
に
目
を
つ
け
て
、
こ
れ
を
政
治
的
に
使
お
う
と
し
た
こ
と
が
要

因
と
し
て
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
小
説
の
題
材
が
社
会
的
に
ひ
ろ

げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
の
中
に
、
帝
国
主
義
的
な
政
治
権
力
が
、

こ
の
権
力
の
自
ら
欲
す
る
方
向
と
方
面
と
で
、
今
ま
で
取
り
あ
げ

ら
れ
る
こ
と
の
な
か
つ
た
材
料
を
作
家
た
ち
に
強
制
的
に
か
奨
励

的
に
か
押
し
つ
け
た
こ
と
が
要
因
と
し
て
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
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そ
こ
で
し
か
し
も
う
一
つ
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
作
家
た
ち
が
、
そ

の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
つ
た
に
し
ろ
、
こ
れ
に
た
い
す
る
反

発
・
反
抗
・
破
壊
を
文
学
世
界
の
な
か
に
組
織
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
後
退
・
転
向
・
屈
伏
に
よ
つ
て
、
多
か
れ
少
か
れ
強
制
を
一

般
的
に
受
け
入
れ
る
形
と
な
つ
た
こ
と
が
、
こ
の
不
幸
の
最
大
の

要
因
の
一
つ
で
あ
つ
た
。

つ
ま
り
昭
和
一
〇
年
代
に
は
、
書
く
こ
と
を
禁
じ
る
権
力
ば
か
り
で

な
く
、
書
か
せ
る
権
力
も
ま
た
作
動
し
て
い
た
こ
と
を
中
野
は
指
摘
し

、
、
、
、
、
、

て
い
る
の
だ
が
、
書
い
た
場
合
、
そ
れ
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
問
題
は

不
可
避
で
あ
る
。
中
島
健
蔵
「
戦
争
・
弾
圧
・
抵
抗
」（
『
文
藝
』
昭
二

七
・
六
）
か
ら
引
い
て
お
く
。

書
く
以
上
、
書
き
た
く
な
い
こ
と
ま
で
書
か
な
け
れ
ば
沈
黙
を
強

い
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
書
き
続
け
る
に
当
つ
て
、
や
は
り
い
ろ
い

ろ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
つ
た
。
書
き
た
く
な
い
こ
と
は
最
小
限
度

に
と
ど
め
て
お
く
。
あ
る
い
は
、
気
が
つ
か
な
い
よ
う
に
他
の
と

こ
ろ
で
打
ち
消
し
て
お
く
。
一
方
、
思
い
切
つ
て
、
書
き
た
く
な

い
こ
と
と
心
中
し
て
し
ま
つ
て
、
そ
の
代
り
、
本
来
な
ら
ば
書
か

せ
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
を
盛
り
こ
ん
で
し
ま
う
。

同
じ
く
中
島
に
よ
る
、
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史

第
十
三
巻
近
代

戦
前
・
戦
中
の
文
学
』
（
岩
波
書
店
、
昭
三
四
）
か
ら
、
同
様
の
問

題
に
ふ
れ
た
箇
所
を
参
照
し
て
お
こ
う
。

言
論
、
出
版
の
自
由
が
ほ
と
ん
ど
全
く
失
わ
れ
、
は
げ
し
い
統
制

の
下
に
、
行
政
処
分
に
よ
る
発
行
禁
止
、
さ
ら
に
進
ん
で
は
、
検

挙
、
起
訴
、
処
罰
の
危
険
が
、
た
え
ず
身
近
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
検
閲
は
一
カ
所
だ
け
で
は
す
ま
な
か
っ
た
。
内
務
省
警
保
局
、

内
閣
情
報
局
、
憲
兵
隊
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
権
力
機
構
や
民
間
の

右
翼
団
体
ま
で
が
、
検
閲
し
て
い
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
密
告
、

告
発
も
た
え
ず
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
上
で
中
島
は
、
こ
う
し
た
現
実
世
界
の
中
で
、
（
当
時
）
何

が
・
い
か
に
書
か
れ
、（
当
時
／
後
年
）
そ
れ
は
ど
う
読
ま
れ
る
べ
き

な
の
か

─
こ
う
し
た
難
問
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
悪
条
件
の
中
で
、
か
ろ
う
じ
て
発
表
さ
れ
た
作
品
、

あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
網
の
目
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
問
題
な
く
発

表
さ
れ
た
作
品
が
、
一
般
的
に
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ

た
か
。
要
す
る
に
、
思
い
ど
お
り
に
書
き
切
る
こ
と
が
、
作
家
の

表
現
能
力
と
は
別
の
問
題
と
し
て
、
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
悪
条
件
の
下
で
も
、
作
家
は
表
現
す
べ
き
も

の
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
が
、
す
で
に
当

時
か
ら
存
在
し
た
。
悪
条
件
に
対
す
る
抵
抗
よ
り
は
、
条
件
を
甘

受
し
て
そ
の
中
で
書
き
ぬ
く
、
と
い
う
と
、
い
か
に
も
り
っ
ぱ
そ

う
に
聞
え
る
が
、
結
果
と
し
て
、
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

も
と
よ
り
、
い
つ
・
ど
こ
に
お
い
て
も
、
文
学
者
が
あ
ら
ゆ
る
条
件

か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
自
由
に
書
け
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
原
理
的
な
前
提
と
は
別
に
、
昭
和
一
〇
年
代
を
書

い
て
過
ご
し
た
文
学
者
に
か
か
っ
て
い
た
諸
条
件
の
負
荷
は
、
そ
れ
と
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し
て
正
し
く
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
軽
視
／
過
大
評
価
す

る
と
、
昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
（
者
）
を
歴
史
的
に
理
解
す
る
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
次
節
で
は
、
そ
の
こ
と
に
関
わ
る
評
価
の
問

題
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学
の
評
価

ま
ず
、
昭
和
一
〇
年
前
後
／
昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
（
史
）
に
つ
い

て
、
古
典
の
一
つ
と
目
さ
れ
て
い
る
平
野
謙
の
記
述
を
参
照
し
て
お
こ

う
。
「
昭
和
十
年
代
の
文
学
」
（
『
毎
日
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
本
の
文

学
』
毎
日
新
聞
社
、
昭
二
六
）
か
ら
、
昭
和
一
〇
年
代
を
概
括
し
た
一

節
を
次
に
引
く
。

昭
和
十
年
代
の
歴
史
は
、
こ
れ
を
一
口
に
い
え
ば
、
戦
争
と
フ

ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
で
あ
り
、
無
条
件
降
伏
と
い
う
か
つ
て
な
い
国

家
的
破
滅
を
た
ど
っ
た
荒
廃
と
転
落
の
時
代
で
あ
る
。
文
学
も
ま

た
そ
の
よ
う
な
戦
時
体
制
下
の
統
制
に
屈
服
し
て
、
一
種
の
非
文

学
的
時
代
を
現
前
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
、
そ
こ
に
摩

擦
と
抵
抗
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
〔
略
〕
し
か
し
、
そ
こ

に
は
抵
抗
の
中
心
と
な
る
べ
き
も
の
に
欠
け
て
い
た
。
そ
の
中
心

に
な
る
べ
き
左
翼
出
身
の
作
家
た
ち
は
、
宮
本
百
合
子
や
中
野
重

治
の
よ
う
に
絶
え
ず
投
獄
・
執
筆
禁
止
を
も
っ
て
脅
や
か
さ
れ
る

か
、
林
房
雄
や
浅
野
晃
の
よ
う
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
日
本
主
義
者

と
し
て
一
種
の
挑
発
者
に
も
な
り
か
ね
ぬ
状
態
で
し
か
、
そ
の
文

学
的
生
活
を
許
さ
れ
ぬ
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
多
く
の
左
翼
作
家

は
一
勢
に
国
策
順
応
の
姿
勢
を
と
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
肩
書
文
学

─
生
産
文
学
・
大
陸
文
学
・
農
民
文
学
な
ど
の
制
作
に
い
そ
し

ん
だ
。
か
え
っ
て
沈
黙
と
韜
晦
が
最
高
の
芸
術
的
抵
抗
に
ほ
か
な

と
う
か
い

ら
な
か
っ
た
。

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
今
な
お
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学
（
史
）
に
つ
い

て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
評
価
だ
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
一
面
妥
当
で
も
あ
る

だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
平
野
史
観
自
体
へ
の
異
議
申
し
立
て
（

）

は
こ

1

れ
ま
で
に
も
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
に
か
わ
る
ほ
ど
の
遡
及
力
は

も
ち
え
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
こ
で

《
非
文
学
的
時
代
／
芸
術
的
抵
抗
》
が
連
携
す
る
よ
う
に
し
て
語
ら
れ

て
い
る
レ
ト
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
節
の
結
論
を
先
取
り
し
て

い
え
ば
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学
に
関
す
る
酷
評
／
抵
抗
と
い
う
両
極
の

評
価
と
は
、
そ
の
実
、
コ
イ
ン
の
表
裏
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。

先
走
っ
た
議
論
を
戻
す
べ
く
、
荒
正
人
編
『
昭
和
文
学
十
二
講
』

（
改
造
社
、
昭
二
五
）
に
掲
載
さ
れ
た
昭
和
一
〇
年
代
に
関
す
る
二
つ

の
論
文
を
参
照
し
て
み
よ
う
。

中
村
真
一
郎
は
「
芸
術
的
抵
抗
派
」
で
、
知
識
人
の
抵
抗
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
く
。

一
般
的
に
云
え
ば
、
戦
争
中
、
社
会
的
行
動
と
し
て
、
有
効
な

だ
け
戦
争
に
抵
抗
し
た
人
は
な
か
つ
た
。
知
識
人
を
三
つ
に
分
け

れ
ば
、
第
一
に
、
積
極
的
に
戦
争
を
指
導
し
た
人
々
。
第
二
に
、

便
乗
し
た
人
々
。
第
三
に
逃
避
し
た
人
々
。
と
此
の
三
種
類
だ
け

で
、
第
四
の
、
積
極
的
に
抵
抗
の
運
動
を
行
つ
た
と
云
う
部
類
の
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人
々
は
無
に
近
い
。

そ
れ
で
も
な
お
中
村
は
、
《
芸
術
的
抵
抗
派
と
云
う
、
必
ず
し
も
適

当
で
な
い
名
称
に
一
括
さ
れ
る
人
々
の
、
戦
争
に
対
す
る
態
度
は
、
要

す
る
に
、
現
実
に
対
す
る
不
在
の
態
度
で
あ
り
、
平
和
の
回
復
を
待
つ

、
、

、
、

態
度
で
あ
る
》
と
、
右
の
四
分
類
の
他
に
、
《
芸
術
的
抵
抗
派
》
を
積

極
的
に
見
出
そ
う
と
し
て
い
く
（

）
。
ま
た
、
次
の
よ
う
に
し
て
、
中

2

島
同
様
に
こ
の
時
期
特
有
の
問
題
に
も
ふ
れ
て
い
く
。

学
者
は
、
原
稿
料
に
よ
つ
て
生
活
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

文
筆
活
動
は
、
専
ら
個
人
の
名
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
訳
で
あ
り
、

表
面
的
に
は
少
く
と
も
、
発
表
さ
れ
た
文
章
は
、
そ
の
当
人
の
意

見
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
に
な
つ
て
、
そ
の
当

時
の
文
章
だ
け
を
読
む
人
間
に
と
つ
て
は
、
そ
れ
が
筆
者
の
真
意

、
、

で
あ
る
か
、
偽
装
で
あ
る
か
、
を
見
分
け
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で

あ
る
。

例
え
ば
、
或
る
学
者
の
戦
争
中
の
著
作
が
、
明
ら
か
に
、
戦
争

協
力
を
謳
つ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
読
む
人
の
大
部
分
は
、
そ
の
著

者
の
従
来
か
ら
の
思
想
が
、
反
帝
国
主
義
、
反
戦
主
義
で
あ
る
こ

と
を
知
つ
て
お
り
、
そ
の
著
作
の
戦
争
協
力
的
な
言
説
の
部
分
は
、

飛
ば
し
て
し
ま
つ
て
、
専
ら
そ
こ
に
提
出
さ
れ
て
い
る
事
実
の
み

を
読
み
、
そ
の
事
実
の
集
積
の
背
後
に
、
著
者
が
か
な
り
明
ら
さ

ま
に
匿
し
て
ゐ
る
結
論
を
読
み
取
る
、
と
云
う
よ
う
な
こ
と
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
場
合
、
そ
の
書
物
は
、
著
者
と
読
者
と
の
関
係
に

於
い
て
、
誤
解
は
な
く
、
唯
、
出
版
上
の
便
宜
に
軍
国
主
義
が
仮

装
さ
れ
て
い
た
、
と
云
う
に
と
ど
ま
る
。

こ
こ
で
の
中
村
は
、
芸
術
的
抵
抗
を
試
み
た
知
識
人
が
存
在
し
た
と

い
う
前
提
で
右
の
文
章
を
書
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
あ
る
い
は
、

直
接
交
流
の
あ
っ
た
知
識
人
に
そ
の
よ
う
な
人
物
が
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
極
端
に
い
え
ば
、
中
村
自
身
が
《
芸
術
的
抵
抗
派
》
を
発
掘
、
、

し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
き
わ
め
て
ハ
イ
コ

ン
テ
ク
ス
ト
な
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
違
い
な
い
。

も
う
一
本
、
こ
れ
と
対
比
し
て
参
照
し
た
い
の
が
、
小
松
伸
六
「
戦

争
文
学
の
展
望
」
で
あ
る
。《
「
政
治
と
文
学
」
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、

私
に
あ
た
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
十
年
代
の
戦
争
文
学
は
、
も
つ
と
も

悪
し
き
意
味
で
、
政
治
と
文
学
が
直
結
し
た
、
と
い
う
よ
り
は
、
文
学

が
政
治
の
奴
隷
に
な
つ
た
時
代
の
、
奴
隷
文
学
に
ほ
か
な
ら
ぬ
》
と
ま

で
酷
評
す
る
小
松
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
く
。

近
代
的
自
我
の
未
成
熟
の
当
然
の
み
す
ぼ
ら
し
い
帰
結
が
、
戦
争

の
悲
劇
だ
つ
た
の
で
あ
り
、
戦
争
に
よ
つ
て
文
学
者
た
ち
は
文
学

者
の
よ
つ
て
た
つ
自
我
を
す
ら
放
棄
し
て
し
ま
つ
た
わ
け
で
あ
り
、

そ
う
し
て
従
つ
て
そ
こ
か
ら
生
れ
た
昭
和
十
年
代
の
戦
争
文
学
は

文
学
の
名
に
値
し
な
い
ゼ
ロ
の
文
学
だ
つ
た
と
も
云
え
よ
う
と
思

う
し
、
戦
争
文
学
は
今
日
及
び
明
日
の
我
々
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

今
日
か
ら
み
れ
ば
、
近
代
的
自
我
の
偏
重
や
視
野
の
狭
隘
さ
な
ど
、

小
松
論
を
批
判
す
る
こ
と
は
た
や
す
い
が
、
し
か
し
、
昭
和
一
〇
年
代

文
学
（
研
究
）
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
原
因
と
し
て
、
右
の
よ
う
な
認
識

が
今
な
お
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
戦
争
ゆ
え
に
自
我
が
抑
圧
さ
れ
、
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し
か
し
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
戦
争
文
学
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
た
め
、
そ
こ
に
も
う
文
学
は
な
か
っ
た
と
い
う
逆
説
。

、
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
村
真
一
郎
と
小
松
伸
六
の
、
同
じ
時
期
の

異
な
る
局
面
を
主
題
化
し
た
二
つ
の
議
論
は
思
い
の
外
よ
く
噛
み
あ
っ

、
、
、
、
、
、

て
い
る
。
昭
和
一
〇
年
代
文
学
を
そ
れ
と
し
て
文
字
通
り
読
め
ば
《
ゼ

、
、
、

ロ
の
文
学
》
と
な
り
、
複
雑
な
含
み
を
読
み
と
れ
ば
《
芸
術
的
抵
抗

（
派
）
》
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
昭
和
一
〇
年
代
文

学
に
対
し
て
、
表
面
的
に
は
両
極
の
評
価
を
示
す
二
つ
の
議
論
は
、
そ

の
実
、
台
座
を
共
有
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
主
観
的
な
文
学
史
評
価
と

し
て
表
裏
一
体
な
の
だ
。

も
っ
と
も
、
こ
の
両
者
を
よ
り
現
実
的
な
水
準
で
総
合
し
た
文
学
史

記
述
も
あ
る
。
小
田
切
秀
雄
は
『
日
本
現
代
史
大
系

文
学
史
』
（
東

洋
経
済
新
報
社
、
昭
三
六
）
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

太
平
洋
戦
争
開
始
い
ら
い
の
日
本
文
学
は
全
体
と
し
て
空
前
の
荒

廃
に
達
し
、
こ
の
荒
廃
を
お
し
進
め
る
役
を
買
っ
て
出
た
者
、
そ

れ
に
下
う
け
と
し
て
追
従
し
た
者
、
荒
廃
を
発
展
と
と
り
ち
が
え

た
者
、
心
な
ら
ず
も
調
子
を
あ
わ
せ
て
自
己
の
独
自
性
を
解
体
さ

せ
て
し
ま
っ
た
者
、
等
々
が
支
配
的
な
流
れ
と
な
っ
た
が
、
そ
れ

ら
だ
け
が
日
本
の
文
学
者
の
す
べ
て
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
つ
の
作
品
の
内
部
で
も
、
主
題
や
説
明
的
部
分
で
は
軍

国
主
義
的
で
あ
り
な
が
ら
、
個
々
の
部
分
や
か
く
さ
れ
た
モ
チ
ィ

フ
に
お
い
て
は
、
け
っ
し
て
軍
国
主
義
的
で
な
い
と
こ
ろ
の
作
者

の
心
の
か
く
さ
れ
た
渇
き
や
訴
え
や
が
こ
め
ら
れ
て
い
る

─
と

い
う
例
も
す
く
な
く
な
か
っ
た
。
作
家
た
ち
は
、
毅
然
と
し
た
反

戦
闘
争
に
進
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
は

抵
抗
し
て
屈
伏
な
い
し
屈
折
し
、
ま
た
は
屈
伏
し
た
場
所
か
ら
微

妙
な
抵
抗
を
行
う
こ
と
を
試
み
た
。
そ
れ
は
、
き
ら
び
や
か
な
作

品
を
生
み
だ
し
は
し
な
か
っ
た
が
、
社
会
的
、
精
神
的
重
圧
に
た

え
て
か
ろ
う
じ
て
造
型
さ
れ
た
暗
い
苦
渋
な
美
と
、
傷
つ
き
ゆ
が

め
ら
れ
た
心
の
最
低
限
の
人
間
的
・
文
学
的
な
要
求
の
痛
切
さ
と

を
も
っ
て
、
戦
争
下
に
な
お
根
絶
さ
れ
な
か
っ
た
日
本
文
学
の
命

脈
を
示
す
も
の
と
な
り
、
こ
の
時
期
の
経
験
は
戦
後
の
文
学
の
発

展
の
一
つ
の
歴
史
的
地
盤
と
は
な
り
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
指
摘
や
中
島
健
蔵
・
中
村
真
一
郎
の
議
論
を
想
起
し
て
み

れ
ば
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学
の
研
究
に
際
し
て
は
、
先
入
観
や
主
観
に

囚
わ
れ
な
い
、
歴
史
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
ふ
ま
え
た
検
討
が
要
請
さ

れ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
も
昭
和
一
〇
年
代

の
文
学
全
体
に
つ
い
て
の
《
空
前
の
荒
廃
》
と
い
う
低
評
価
を
前
提
に
、

戦
後
文
学
的
な
価
値
観
、
つ
ま
り
は
論
者
の
理
想
の
文
学
観
に
即
し
て
、

そ
こ
へ
つ
な
が
る
文
学
性
の
萌
芽
を
積
極
的
に
発
掘
し
よ
う
と
い
う
姿

勢
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
後
、
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
昭
和
四
〇
年
に
昭
和
一

〇
年
代
文
学
の
再
検
討
が
集
中
的
に
展
開
さ
れ
た
。
布
野
栄
一
は
「
学

会
ハ
イ
ラ
イ
ト
」
欄
に
「
最
近
に
お
け
る
昭
和
十
年
代
の
文
学
研
究
の

展
望
」（
『
国
文
学
』
昭
四
三
・
一
二
）
と
題
し
た
一
文
を
草
し
、《
文

学
に
お
け
る
問
題
意
識
を
中
心
》
と
し
た
分
類
に
よ
っ
て
《
「
戦
争
文
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学
」「
日
本
浪
曼
派
の
文
学
」「
転
向
文
学
」
鼎
立
の
時
代
》
と
し
て
研

究
レ
ビ
ュ
ー
を
展
開
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

に
お
い
て
は
、
よ
り
端
的
に
昭
和
一
〇
年
代
文
学
が
問
題
化
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
奥
野
健
男
「
現
代
文
学
の
基
軸

─

虚
数
の
有
効
性

─
」（
『
文
学
界
』
昭
四
〇
・
三
）
の
《
今
日
の
も
っ

と
も
真
摯
で
気
鋭
の
文
学
者
た
ち
が
、
ぶ
ち
あ
た
り
、
苦
闘
し
て
い
る

問
題
は
、
昭
和
十
年
頃
、
当
時
の
気
鋭
な
文
学
者
た
ち
が
直
面
し
た
問

題
と
あ
る
意
味
で
似
て
い
る
》
と
い
う
気
づ
き
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、

、
、
、

《
今
日
の
状
況
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
思
想
と
、
政
治
の
優
位
性
、
文
学

の
直
接
有
効
性
の
呪
縛
か
ら
自
由
に
な
り
な
が
ら
、
時
代
に
対
し
烈
し

い
危
険
意
識
と
不
安
を
お
ぼ
え
、
現
代
と
い
う
未
知
の
状
況
に
直
面
し

た
ち
す
く
ん
だ
昭
和
十
年
前
後
の
文
学
状
況
と
似
て
い
る
よ
う
に
ぼ
く

に
は
思
え
る
》
と
い
う
奥
野
流
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
あ
り
、
そ
れ
は
ア
ナ
ロ

ジ
ー
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
。
そ
れ
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
に

つ
い
て
は
、
針
生
一
郎
が
「
昭
和
の
〝
文
芸
復
興
〟
と
現
代
文
学

「
十
年
代
」
再
検
討
の
前
提
は
何
か
」
（
『
週
刊
読
書
人
』
昭
四
〇
・

四
・
五
）
で
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
な
ら
べ
て
み
た
だ
け
で
も
、
じ
つ
に
さ
ま
ざ

ま
の
昭
和
十
年
代
が
あ
る
の
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
る
。
一
言
で
い
え

ば
、
こ
の
時
期
は
マ
ル
ク
ス
主
義
運
動
の
解
体
と
転
向
現
象
を
誘

因
と
し
て
、
文
学
界
全
体
が
再
編
さ
れ
る
と
と
も
に
、
昭
和
文
学

の
全
体
に
わ
た
る
矛
盾
が
露
呈
さ
れ
た
時
期
で
あ
つ
た
。
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
接
近
と
交
錯
が
み
ら
れ
た
だ

け
で
は
な
い
。
「
純
文
学
」
は
概
念
と
し
て
定
立
さ
れ
る
と
と
も

に
、
大
衆
文
学
、
風
俗
小
説
の
浸
潤
に
さ
ら
さ
れ
、
知
識
人
は
大

衆
か
ら
孤
立
し
、
自
意
識
の
混
迷
に
な
や
む
一
方
、
都
市
や
農
村

の
よ
ど
ん
だ
現
実
、
伝
統
的
な
生
活
意
識
に
む
か
っ
て
下
降
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
作
家
、
批
評
家
の
昭
和
十
年
代
を
め
ぐ

る
イ
メ
ー
ジ
が
、
バ
ラ
バ
ラ
な
上
に
不
安
定
な
の
は
、
危
機
感
と

解
放
感
が
ま
じ
り
あ
い
、
思
想
と
方
法
が
分
裂
し
た
当
時
の
状
況

の
二
重
性
の
な
か
で
、
か
れ
ら
の
体
験
そ
の
も
の
が
流
動
的
で
、

み
き
わ
め
が
た
い
様
相
を
と
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
多
様
な
昭
和
一
〇
年
代
文
学
像
を
裏
打
ち
す
る
よ
う
に
、

小
田
切
秀
雄
は
「
〝
十
年
代
〟
文
学
再
検
討
へ
の
疑
問

今
日
の
文
学

状
況
と
の
対
比
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
週
刊
読
書
人
』
昭
四
〇
・
五
・
三

一
）
に
お
い
て
《
わ
た
し
は
、
昭
和
一
〇
年
代
と
の
対
比
と
い
う
や
り

方
を
十
分
な
根
拠
あ
る
も
の
だ
と
思
う
こ
と
が
で
き
な
い
》
と
真
っ
向

か
ら
反
対
し
て
い
た
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
と
い
う
側
面
も
ぬ
ぐ
え

な
い
。
前
後
し
て
文
芸
誌
が
組
ん
だ
「
巻
末
特
集

昭
和
十
年
代
作

家
」（
『
群
像
』
昭
四
〇
・
三
）
も
ま
た
、
焦
点
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。

目
次
を
列
記
し
て
お
け
ば
、
〈
座
談
会
〉
河
上
徹
太
郎
・
舟
橋
聖
一
・

平
野
謙
「
昭
和
十
年
代
の
文
学
」
、
丹
羽
文
雄
「
昭
和
十
年
代
の
作

家
」、
中
島
健
蔵
「
昭
和
十
年
代
の
社
会
的
苦
悩
」、
中
村
真
一
郎
「
昭

和
十
年
代
作
家
の
試
み
」、
さ
ら
に
「
昭
和
十
年
代
作
家
所
属
同
人
雑

誌
一
覧
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
面
、
昭
和
一
〇
年
代
文

学
の
多
面
性
に
応
じ
た
構
成
で
は
あ
る
が
、
反
面
、
昭
和
一
〇
年
代
文
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学
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
安
定
し
た
評
価
軸
が

な
い
ま
ま
に
、
特
徴
的
な
局
面
・
執
筆
者
に
よ
っ
て
組
ま
れ
た
構
成
に

も
み
え
る
。

同
様
の
傾
向
は
、
竹
松
良
明
「
昭
和

年
代
の
文
学
研
究
」（
上
田

10

博
・
木
村
一
信
・
中
川
成
美
編
『
日
本
近
代
文
学
を
学
ぶ
人
の
た
め

に
』
世
界
思
想
社
、
平
九
）
に
も
み
て
と
れ
る
。
《
昭
和
十
年
代
と
い

う
文
学
史
上
の
時
代
区
分
に
は
、
た
と
え
ば
昭
和
初
年
代
に
比
較
し
て
、

西
暦
年
号
に
は
変
換
し
に
く
い
も
の
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
そ
う
》
だ

と
指
摘
す
る
竹
松
は
、
こ
の
時
期
を
次
の
よ
う
に
概
説
し
て
い
く
。

昭
和
十
年
代
中
葉
か
ら
末
期
ま
で
の
文
学
の
現
実
密
着
の
位
相

は
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
文
学
の
機
能
が

つ
い
に
事
実
の
記
録
と
報
道
に
の
み
限
定
的
に
追
い
込
ま
れ
て
い

く
過
程
で
あ
る
。
事
実
そ
れ
自
体
の
も
つ
圧
倒
的
な
意
味
の
重
さ

の
た
め
に
、
文
学
は
そ
れ
に
追
従
す
る
他
は
な
く
、
事
実
の
後
ろ

か
ら

跼

蹐
し
て
進
む
以
外
に
道
が
な
い
と
い
う
こ
の
不
自
由
な

き
よ
く
せ
き

姿
態
は
、
戦
争
の
季
節
の
深
ま
り
と
共
に
ご
く
自
然
な
も
の
と
な

る
。
〔
略
〕
そ
こ
で
は
文
学
は
戦
地
報
道
と
し
て
の
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
と
、
一
方
で
は
戦
意
高
揚
の
モ
チ
ー
フ
に
即
し
て
機
能
す
る

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
、
こ
の
二
つ
の
機
能
の
中
間
で
居
心
地
悪
そ
う

に
揺
れ
て
い
る
の
が
一
般
で
あ
ろ
う
。
絶
対
的
な
事
実
の
大
き
さ

に
寄
り
添
い
、
そ
の
事
実
か
ら
か
り
そ
め
に
も
遊
離
し
よ
う
と
す

る
気
配
す
ら
な
く
、
事
実
の
上
を
ひ
た
す
ら
匍
匐
前
進
す
る
だ
け

ほ

ふ
く

の
文
学
の
姿
に
、
昭
和
十
年
代
の
袋
小
路
と
も
言
う
べ
き
現
実
密

着
の
最
終
ス
テ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
局
と
し
て
は
妥
当
に
思
わ
れ
る
《
事
実
》
重
視
と
い
う
昭
和
一
〇

年
代
後
半
の
文
学
に
関
す
る
貴
重
な
指
摘
を
含
む
右
の
一
節
で
は
あ
る

が
、
戦
争
と
い
う
出
来
事
の
影
響
に
よ
る
《
文
学
の
姿
》
を
、
本
来
も

ち
え
て
い
た
文
学
の
潜
勢
力
を
想
定
し
な
が
ら
否
定
的
に
評
価
し
て
い

る
点
は
気
に
か
か
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
多
彩

な
表
現
に
し
ろ
、
文
学
が
現
実
世
界
の
出
来
事
と
無
縁
に
展
開
さ
れ
た

こ
と
な
ど
な
か
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
意
味
で
、
竹
松
も
理
想
の
文
学
観

か
ら
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学
の
貧
し
さ
を
《
袋
小
路
》
と
酷
評
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
い
つ
・
ど
こ
か
ら
み
て
も
客
観
性
が
保
証
さ
れ
る
評
価

軸
な
ど
あ
る
わ
け
も
な
く
、
そ
れ
を
想
像
上
で
仮
構
す
べ
き
だ
と
も
思

わ
な
い
（
少
な
く
と
も
、
そ
れ
は
研
究
の
領
分
で
は
な
い
）
。
そ
う
で

は
な
く
、
本
論
二
節
で
中
島
健
蔵
の
議
論
に
即
し
て
確
認
し
て
き
た
よ

う
に
、
現
実
世
界
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
固
有
の
歴
史
的
な
諸
条

件
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
こ
と
を
意
識
し
、
そ
う
し
た
視
座
を
何
か

し
ら
の
方
法
に
よ
っ
て
な
る
べ
く
高
い
精
度
で
仮
構
し
て
い
く
作
業
の

蓄
積
の
上
に
た
っ
て
文
学
現
象
を
捉
え
て
い
く
こ
と
が
、
こ
と
昭
和
一

〇
年
代
文
学
の
研
究
に
お
い
て
は
必
須
で
は
な
い
の
か
。
こ
れ
ま
で
の

昭
和
一
〇
年
代
文
学
評
価
・
研
究
史
自
体
が
、
そ
の
こ
と
を
指
し
示
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

四
、
問
題
領
域
と
し
て
の
昭
和
一
〇
年
代
文
学
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以
上
の
議
論
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
な
ら
ば
今
日
（
以
降
）
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
昭
和
一
〇
年
代
文
学
を
問
題
化
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
。

さ
い
ご
に
、
少
し
く
手
が
か
り
を
示
し
て
お
き
た
い
。
何
よ
り
、
改
め

て
自
覚
し
て
お
き
た
い
の
が
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学
と
い
う
問
題
領
域

の
広
大
さ
で
あ
る
。

そ
れ
は
第
一
に
は
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学
の
形
成
に
関
わ
っ
た
文
学

者
の
多
さ
で
あ
る
。
再
び
奥
野
健
男
の
議
論
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、

「
昭
和
十
年
代
文
学
と
は
何
か
？

─
現
代
文
学
の
基
軸

─
」（
『
文

学
界
』
昭
四
〇
・
七
）
で
奥
野
は
、
次
の
よ
う
に
《
昭
和
十
年
代
作

家
》
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。

ぼ
く
の
い
う
と
こ
ろ
の
昭
和
十
年
代
作
家
と
は
、
「
無
頼
派
」

を
中
心
と
す
る
作
家
た
ち
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
文
壇
や
読

者
一
般
の
通
念
は
、
そ
れ
と
違
う
よ
う
だ
。
昭
和
十
年
代
文
学
を

代
表
す
る
作
家
は
丹
羽
文
雄
、
舟
橋
聖
一
、
石
川
達
三
、
井
上
友

一
郎
、
石
坂
洋
次
郎
、
武
田
麟
太
郎
、
島
木
健
作
、
徳
永
直
、
火

野
葦
平
ら
で
あ
り
、
あ
る
い
は
尾
崎
一
雄
、
外
村
繁
、
上
林
暁
ら

で
あ
る
よ
う
だ
。
時
代
に
超
然
た
る
私
小
説
作
家
を
除
け
ば
、
丹

羽
文
雄
、
石
川
達
三
に
代
表
さ
れ
る
彼
ら
、
別
群
の
昭
和
十
年
代

作
家
は
、
ぼ
く
の
考
え
る
「
無
頼
派
」
中
心
の
昭
和
十
年
代
作
家

と
あ
る
対
蹠
的
な
ひ
と
つ
の
共
通
し
た
性
格
を
持
つ
て
い
る
。
文

壇
の
勢
力
か
ら
言
え
ば
、
丹
羽
ら
が
昭
和
十
年
代
作
家
の
主
流
、

正
統
派
で
あ
り
、
「
無
頼
派
」
は
異
端
的
な
破
滅
派
で
あ
る
の
か

も
知
れ
ぬ
。
こ
の
二
つ
の
昭
和
十
年
代
作
家
の
性
格
は
、
昭
和
十

年
代
と
い
う
時
代
の
表
と
裏
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
と
を
、

象
徴
し
て
い
る
よ
う
だ
。

奥
野
は
自
身
の
考
え
と
《
文
壇
や
読
者
一
般
の
通
念
》
と
が
《
表
と

裏
》
だ
と
嘆
い
て
み
せ
る
が
、
今
日
か
ら
み
れ
ば
、
奥
野
が
考
え
て
い

た
太
宰
治
、
高
見
順
、
石
川
淳
、
坂
口
安
吾
、
伊
藤
整
ら
の
方
が
研
究

も
さ
れ
、
読
者
も
多
い
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学
の

形
成
に
は
双
方
の
文
学
者
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
中
村
地
平
、

小
田
嶽
夫
な
ど
、
も
れ
た
名
前
を
数
え
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
ま
た
、

昭
和
一
〇
年
代
文
学
と
は
《
昭
和
十
年
代
作
家
》
に
よ
っ
て
の
み
形
作

ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
少
し
上
の
世
代
で
は
横
光
利
一
、
川
端
康
成
、

岸
田
國
士
、
尾
崎
士
郎
、
さ
ら
に
上
な
ら
ば
島
崎
藤
村
、
武
者
小
路
実

篤
、
ま
た
ジ
ャ
ン
ル
を
異
に
す
る
な
ら
吉
川
英
治
や
獅
子
文
六
な
ど
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
た
文
学
者
は
ま
だ
ま
だ
あ
が
る
は
ず
だ
。
さ
ら
に

い
え
ば
、
奥
野
の
想
定
か
ら
は
女
性
文
学
者
が
も
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学

の
地
理
的
な
広
が
り
に
も
関
わ
っ
て
い
く
。
特
集
「
昭
和
十
年
代
の
文

学
」
に
寄
せ
ら
れ
た
、
亀
井
秀
雄
「
他
民
族
体
験
と
文
学
非
力
説
」

（
『
日
本
近
代
文
学
』
昭
四
五
・
五
）
か
ら
、
こ
の
ポ
イ
ン
ト
に
関
わ

る
一
節
を
引
い
て
お
く
。

昭
和
十
年
代
の

─
も
ち
ろ
ん
こ
の
文
学
史
上
の
時
代
区
分
を

前
提
と
し
て
の
こ
と
で
あ
る
が

─
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
わ
が

国
の
文
学
者
の
他
民
族
と
の
接
触
体
験
が
圧
倒
的
に
拡
大
し
た
事

実
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
火
野
葦
平
や
日
比
野
士
朗
の
よ
う
な
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一
兵
士
と
し
て
の
体
験
も
あ
れ
ば
、
大
岡
昇
平
の
よ
う
に
、
俘
虜

と
し
て
の
接
触
の
仕
方
も
あ
っ
た
。
八
木
義
徳
や
多
田
裕
計
の
よ

う
に
、
い
わ
ゆ
る
外
地
の
民
間
会
社
の
社
員
と
し
て
の
接
触
も
あ

っ
た
し
、
武
田
泰
淳
や
堀
田
善
衛
の
よ
う
な
上
海
生
活
の
経
験
も

あ
っ
た
。
石
川
達
三
、
丹
羽
文
雄
の
よ
う
な
従
軍
ペ
ン
部
隊
と
し

て
の
体
験
も
あ
れ
ば
、
島
木
健
作
の
よ
う
に
大
陸
開
拓
に
積
極
的

な
関
心
を
も
っ
て
訪
れ
た
文
学
者
、
伊
藤
整
の
よ
う
に
大
陸
開
拓

文
芸
懇
話
会
員
と
し
て
満
支
を
旅
し
つ
つ
、
父
の
戦
っ
た
日
露
戦

争
の
山
河
を
眺
め
て
き
た
文
学
者
も
い
た
。
小
林
秀
雄
の
よ
う
に
、

芥
川
賞
を
火
野
葦
平
に
と
ど
け
が
て
ら
、
ほ
と
ん
ど
純
粋
な
旅
行

者
と
し
て
大
陸
を
見
て
き
た
文
学
者
も
い
る
。
そ
し
て
太
平
洋
戦

争
の
直
前
に
は
、
マ
レ
ー
方
面
、
ビ
ル
マ
方
面
、
ジ
ャ
ワ
・
ボ
ル

ネ
オ
方
面
、
比
島
方
面
、
海
軍
関
係
と
分
れ
て
、
多
く
の
徴
用
作

家
が
動
員
さ
れ
た
。
実
に
多
く
の
文
学
者
が
実
に
多
く
の
土
地
を

踏
み
、
他
民
族
と
接
し
、
何
ら
か
の
形
で
見
聞
記
録
を
残
し
て
い

る
。
だ
が
、
そ
の
体
験
の
全
体
が
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
は
、
必

ず
し
も
総
体
と
し
て
整
理
さ
れ
て
は
い
な
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
右
に
指
摘
さ
れ
た
南
方
徴
用
に
関
し
て
は
、
近
年

飛
躍
的
に
資
料
整
備
を
中
心
に
研
究
が
進
ん
で
き
た
。
そ
れ
で
も
、
地

理
的
な
広
大
さ
、
関
わ
っ
た
文
学
者
の
多
さ
も
あ
っ
て
、
歴
史
的
な
コ

ン
テ
ク
ス
ト
に
十
分
な
目
配
り
を
し
た
上
で
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と

は
、
重
要
だ
が
困
難
な
道
の
り
で
も
あ
る
。
逆
に
、
そ
の
他
の
領
域
に

つ
い
て
は
、
上
海
研
究
が
盛
ん
な
他
は
、
研
究
対
象
と
さ
れ
る
機
会
自

体
が
き
わ
め
て
少
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学
を
問

題
領
域
と
捉
え
て
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
は
、
こ
う
し
た
広
大
さ
を

ふ
ま
え
て
、
何
か
し
ら
の
工
夫
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

総
じ
て
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学
と
い
う
問
題
領
域
の
広
大
さ

─
複

雑
な
多
面
性
を
包
括
的
に
捉
え
よ
う
と
る
す
研
究
は
、
方
法
・
実
践
と

も
に
い
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
、
五
里
霧
中
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
と
し
て
山
積
さ
れ
て

、
、
、
、
、

い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学
の
研
究
は
、
そ
の
基
盤

と
な
る
文
学
場
の
具
体
的
な
構
成
要
素
を
お
さ
え
た
上
で
、
多
彩
で
複

雑
な
文
学
活
動
・
現
象
を
捉
え
な
が
ら
、
虫
瞰
／
鳥
瞰
を
複
眼
的
に
兼

ね
備
え
た
同
時
代
の
視
座
を
構
築
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
際
、
当
時
の
文
学
者
た
ち
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
歴
史
的
に
想、

像
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
昭
和
一
〇
年
代
文
学
を
研
究
す
る
際
の
賭

、金
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

注
（

）
平
浩
一
『
「
文
芸
復
興
」
の
系
譜
学

志
賀
直
哉
か
ら
太
宰
治
へ
』

1（
笠
間
書
院
、
平
二
七
）
他
参
照
。

（

）
昭
和
一
〇
年
代
文
学
研
究
に
関
し
て
、
抵
抗
に
関
す
る
の
量
的
な
多

2さ
は
特
筆
に
値
す
る
。
主
な
も
の
だ
け
あ
げ
て
も
、
佐
々
木
基
一
「
抵
抗

の
様
相

─
荷
風
と
重
治

─
」（
『
文
学
』
昭
二
四
・
七
）、
荒
正
人
「
戦

時
下
の
〈
芸
術
的
抵
抗
派
〉
」
（
『
国
文
学
』
昭
四
〇
・
六
）
、
荻
久
保
泰
幸

「
抵
抗
の
文
学
に
つ
い
て
」（
『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
五
八
・
八
）
と
つ
づ
き
、
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『
講
座
昭
和
文
学
史

第
三
巻
抑
圧
と
解
放
』（
有
精
堂
、
昭
六
三
）
に
は
、

鷺
只
雄
「
芸
術
的
な
抵
抗
」
と
海
老
井
英
次
「
抵
抗
と
し
て
の
沈
黙

─

永
井
荷
風
『
断
腸
亭
日
乗
』
の
世
界

─
」
の
二
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
に

至
る
。
個
別
の
議
論
を
精
査
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
権
錫
永
「
ア
ジ
ア
太

平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
意
味
を
め
ぐ
る
闘
争
（

）

─
序
説

─
」

1

（
『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
平
一
二
）
の
指
摘
通
り
、
《
「
（
芸
術

的
）
抵
抗
」
と
い
う
用
語
は
、
多
分
に
戦
争
期
の
あ
る
現
象
を
美
化
し
た

も
の
で
あ
っ
て
多
く
の
矛
盾
を
孕
ん
で
お
り
、
そ
れ
故
に
そ
の
用
語
を
め

ぐ
る
論
議
が
行
わ
れ
、
批
判
が
出
さ
れ
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
人
々
の

中
で
依
然
と
し
て
魅
力
を
失
っ
て
い
な
い
》
の
だ
ろ
う
。

付
記

本
稿
は
、
共
同
研
究
会
「
方
法
論
の
再
検
討

─
一
九
三
〇
～
四
〇

年
代
の
日
本
文
学
研
究
」
（
於
大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
、
平
二
九
・

九
・
一
五
）
に
お
け
る
報
告
「
文
学
研
究
と
し
て
の
昭
和
一
〇
年
代

─

ね
ら
い
と
方
法
」
を
ベ
ー
ス
に
、
前
後
し
て
考
え
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
当
日
ご
参
加
の
み
な
さ
ま
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
はJS

P
S

科
研
費

1
5
K
0
2
24
3

の
助
成
を
受

け
た
も
の
で
す
。

（
ま
つ
も
と
か
つ
や
／
神
奈
川
大
学
教
授
）


